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　本研究で実施した内容や成果の一部はゼミナール，卒業研究等で利用可能である．

 研究実績の概要

　本研究は通信効率の向上のために,従来の無指向性アンテナではなく，指向性アンテナやビーム
フォーミング等の指向性ビームを用いてネットワークを構築することが特徴であり，ドローンを
用いた動的ネットワーク実現のために，伝送効率に関するアクセス制御プロトコルを考案するこ
とを目的としている．
　令和6年度はMAC（Media Access Control）アクセス制御の検討および中継伝送時に誤りが生じ
た際のスループット特性の評価を行った．提案アクセス制御プロトコルは，送信局から中継ド
ローンの区間に存在する経路上の中継局が協調することで，干渉やフレーム損失による通信効率
の低下を解決し，通信の空間効率を改善する手法である．フレームを受信した最も遠距離のド
ローンが中継局となり，中継ホップ数を減らすことで，相互干渉や送信オーバヘッドによる通信
効率の低下を低減する．
　提案方式の評価では，中継時に誤りが生じた場合の特性を評価するために，1000mの距離におい
て50mごとにドローンを配置する条件を想定する．また，中継伝送時のフレーム損失の条件として
誤り率を1-100％で変化させ，再送時の誤りはないものとして評価を行った．評価結果において，
提案方式は誤り率に対する再送回数が1-100％のすべての誤り率で従来方式と比較して少ないこと
を確認した．また，中継伝送時の誤り率が高いほど提案手法の通信効率が高く，従来方式と比較
して最大で約1.7倍のスループットを得られることを確認した．
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